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PPD-s(精 製 ツ ベ ル ク リ ン)に よ る ツ 反 応 検 査 方 法 に つ い て

第4報PPD-sに よ る反応 の学 童,生 徒 にお け る判 定時 間 にっ いて

松 本 幸 久

国立予防衛生研究所結核部(指 導 柳沢 謙)

受付 昭和33年12月9日

緒 言

PPD-sに よ る反応の 判定時 間にっいては,私 は前

報1)に おい て幼児 を対象 とした場合 の成績 を述べ たが,

その後多数の学 童,生 徒 にっいての成績 を検討す る機会

を得 たので,こ こに報告 したい と考 え る。

調査方法お よび調査成績

使用 した精製 ツ液 は予研 製のPPD-s0.05γ/0.1ml2)

であ る。

ツ液 の注射 にあたっては,左 右差 の条件が加 わ らない

よ うに,ほ ぼ同数ず っ2群 にわけ,左 または右 の 前膊

屈側 または上膊屈側 に 注射 した。 反応 の 判定 は 注射後

24,48,72時 間 目の3回 行つた。

調査対象は新潟県下の小学校児童,中 学校生徒で,毎

年OTに よるツ反検査 お よびBCG接 種 を行ってい

る集 団であ る。 調査対象 の 人員構 成は,表1に 示 した

通 りであ る。 男 女ほぼ 同数か らな り,男 女差 の条件 は

加 わっていない。 この調査成績 を検討す るにあた り,ツ

液注射部位 によっ て,前 回にOTを 注射 したことの あ

る上膊 にお け る成績(研 究I)と,初 回注射部位 と考 え

られ る前膊 下部に注射 した成績(研 究II)と にわ けた。

〔研究I〕 上膊 部位にお ける成績

ツ液は,約 半年前にOTに よるツ反検査 をすでに1

回実施 した部位であ る上膊 屈側のほぼ中央 部に,型 の ご

と く皮内注射 した。調査の都 合上 この対象群 を,反 応 の

差 異を考慮 して,BCG接 種後3年 以内で陽 性の もの

を,BCG陽 性 と みなし,BCG接 種後5年 以上 で

陽性の もの を 自然陽性 と みなして,BCG陽 性 と思 わ

れ る もの と,自 然陽性 と思われ る もの とにわ けて検討 し

た。

(その1)BCG陽 性群 にっいての検 討

まず 発赤 の大 きさ(2重 発赤 の場合には,そ の内径 の

大 きさ)の 平均値 を比較 す ると,表2の ご とく,学 童,

生徒 それ ぞれ に おい て24時 間値が 最大で,48,72時

間値の 順 に 小 さ くなっ てい る。 す なわち24時 間値 は

17.53±4.76mm,48時 間値は16.28±4.36mm,72時

間値 は15.67±4.33mmと24時 間値が最大であった。

表1調 査対象群の人員構成

1)発 赤,硬 結の大きさを比較した対象群の人員構成

2)ツ 反応の強さを比較した対象群の人員構成

注:1)第1群-研 究Iの対象群

第2群-研 究IIの対象群
2)1)に おいて5回の判定のうち1～2回だけ2重発赤が現

われたものは除外してある

24時 問値 と48時 間値,24時 問値 と72時 間値,48時

閥値 と72時 間値 と それ ぞれの 問で,1%の 有意水準

で有意差が認 め られ た。

次に各判定時間にお ける発赤の大 きさの度数分布 曲線

を表3よ り描 くと,い ずれ も平行関係に ある正規分布型

の曲線 を示 し,24時 間値の発赤の 大 きさが 最大で あ る

ことが認 め られた。

また発赤 の大 きさの各判 定時間ご との相関関係を調べ

てみ ると,図1の ごと く,24時 間値 と48時 間値 また

は24時 間値 と72時 間値に っいては,反 応分布は24
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表2〔 研究I〕 にお けるPPD-s0.05ヴ/0.1ml

によ る反応の各判定時閥 ごとの発赤の大 き

さの平均値

表3〔 研究I〕 におけ るPPD-s0.05γ/0.1ml

による反応の発赤の大 きさの各判定時間

ごとの度数分布

時間値の 方 にやや 偏 してお り,48時 間値 と72時 間値

で は48時 間値 の方にやや偏 してい る。以上の ごと く発

赤 の面か ら検討 した結果で は,注 射後24時 間値が最大

であつた。

これを硬結 の面か ら検討す ると どうで あろ うか。 玄ず

各判定時 間に5mm以 上の 硬結 を計測 しえた 例 数を比

図1PPD-s0.05γ/0.1mlに よ る反応 の 発赤 の

大 きさの各判定時間 ごとの相関関係(BCG

陽 性群)

〔その1〕24時 間値 と48時 間値 との相 関関係

〔その2〕24時 間値 と72時 間値 との相関関係

較 してみ ると,表4の ごと く,24,48,72時 閥に それ

ぞれ439,393,374名 であった。 なおか ろ うじて 触知

しうる程度 の 硬結 士 以上の硬結 で比 較 してみて も,硬

結 触知率は24時 間値が もっ と も高率であった。

次に反応の強 さの各判定時間 ごとの相関関係を調べて

み ると,表5の ごと く反応分布 は,24時 間値に偏 して

い る。

以上の ごとく発赤,硬 結,反 応 の強 さの各面 よ りみて

注射後24時 間値が最大で あっ た。

(その2)自 然陽性群にっいての検討

まず発赤 の大 きさの 平均値 を 比較す ると,表2の ご

と く,小 学1～3年 以外 は,24時 間値が最大で48,72
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〔その3〕48時 間値 と72時 間値 との相 関関係

時 間値 の順 に小 さ くなっ てい る。 小 学1～3年 で は48,

72,24時 間値 の 順 に 小 さ くなっ て い るが,計 に っ い て

み る と24時 間 値 は19.03±5.18mm,48時 間値 は

18.33±5.17mm,72時 間値 は17.70±5.16mmと24

時 闇値 が 最大 で あ っ た 。24時 間値 と48時 間値 の 間 に

表4〔 研究I〕 に おけ るPPD-s0.05γ/0.1ml

に よる反応の硬結 の大 きさの各判定時間 ごと

の度数分布 とその触知率

注:硬 結触 知率 は硬結 の大 きさ5mm以 上の ものを とつた

表5〔 研究I〕 におけ るPPD-s0.05γ/0.1mlに よるツ反応 の強 さの各判定 時間 ごとの相 関関係

1)BCG陽 性群 におけ る相 関関係

24時 間値 と48時 間値 との相関 48時 間値 と72時 間値 との相関

注:記 号(-)発 赤の大 きさ0～4mm(+)発 赤 の大 きさ10mm以 上 で硬結 な し(+++)発 赤の大 きさ10mm以 上で硬結,2重

(仮 定)(±)〃5～9mm(++)〃 あ り 発赤,水 泡等あ り

は5%の 有意水準で有意差 を認 め,24時 間値 と72時

間値 の間には1%の 有意水準で有意差 を認 めたが,48

時間値 と72時 間値 の 間には 有意差が 認 め られ なかっ

た。

次に各判定 時間にお け る発赤の大 きさの度数分布 曲線

を表3よ り描 くと,BCG陽 性群の場合 と同 じ くいず

れ も平行関係に ある 正規分布型の 曲線 を示 し,24時 問

値 の発赤 の大 きさが最大で あることが認め られた。

また発赤 の大 きさの各判定時 間ごとの相関関係 を調べ

てみ ると,図2の ごと く,BCG陽 性群の場合 と同 じ

く24時 間値 と48時 間値または24時 間値 と72時 間

値 にっい ては,反 応分布は24時 間値の方にやや偏 して

お り,48時 間値と72時 間値 では48時 間値の 方にゃ

や偏 してい る。

以上の ごと く発赤の面 か ら検討 した結果 では,注 射 後

24時 間値が最大であった。

次に硬結 の面 か ら検討 す ると,5mm以上 の硬結 を計

測 しえた例数は表4の ごと く,24,48,72時 問に それ

ぞれ392,383,354名 で あった。 なおか ろ うじて 触知

し うる程度の硬結 ±以上の硬結 で比較 してみて も,硬 結

触 知率は24時 間値 が もっ と も高率であった。

次に反応 の強 さの各判 定時間 ごとの相関関係を調べ て
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2)自 然陽性群における相関関係

24時 間値 と48時 間値 との相関

図2PPD-s0.05γ/0.1mlに よる反応 の発赤 の

大 きさの各判定時間 ごとの相関関係(自 然陽

性群)

〔その1〕24時 間値 と48時 間値 との相 関関係

み ると,表5の ごと く反応分布は,BCG陽 性群の場

合 と同じ く24時 間値に偏 してい る。

以上の ご とく,発 赤,硬 結お よび反応の強 さの各面 よ

りみ て24時 間値が最大であつた。

〔研究II〕 前膊部位にお ける成績

ツ液 は,ヅ 反検査 を一度 もしていない と考 え られ る前

膊屈側の下1/3の部位に,皮 内注射 した。 この対象 群はB

CG接 種の既往が明 らかでないので,BCG陽 性,自

然陽性の別 な く全員にっいて集計 を行った。

まず発赤 の大 きさを比較す るにあた り,前 に報告 した

ご とく3),発 赤 の大 きさ7mm以 下の 反応 は 非特 異的

反応で あることを 認め たので,反 応値 を7mm以 下の

群 と8mm以 上の群の2群 にわけて比較 した。すなわ

ち7mm以 下の群では表6の ごとく,小 学1～3年 の

もので は24時 間値が 最大で,48,72時 間値 の 順に小

48時 間値 と72時 間値 との相 関

〔その2〕24時 間値 と72時 間値 との相 関関係

〔その3〕48時 間値 と72時 間値 との相 関関係

さ くな り,小 学4年 以上 では24,48時 間値は ほ とん

ど同 じで,72時 間値 は両 者よ り 小 さ くなってい る。 こ
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表6〔 研究II〕にお けるPPD-s0.05γ/0.1mlに よ る反応 の各 判定時 閥 ごとの発赤 の大 きさの平均値

表7〔 研究II〕 に おけ るPPD-s0.05γ/0.1m

lに よる反応の発赤 の大 きさの各判定時間 ごと

の度数分布

の対 象 群 の計 にっ い て は,24時 間値 は3.99±2.54mm,

48時 間 値 は3.55±2.84mm,72時 間 値 は3.01±2.56

mmで24時 問 値 と48時 閥値,48時 間値 と72時 間

値 との それ ぞれの 間に は 有意 の差が 認 め られず,24時

間値 と72時 間値 の閥のみに1%の 有意水準で有意 の

差が認 め られ た。

8mm以 上 の群 にっいては,小 学4年 以上 では48時

間値が最大で,24,72時 間値 の順 に小 さ くなってい る。

小学1～3年 で は24,48,72時 閥値 の順 に小 さ くなっ

てい る。計 にっいてみ ると,24時 間値 は15.64±4.07

mm,48時 間値は15.53±4.34mm,72時 間値 は14.88

図3PPD-s0.05γ/0.1mlに よ る反応 の発赤 の

大 きさの各判 定時間 ごとの相関関係(研 究II

の対象群)

〔その1〕24時 間値 と48時 間値 との相関関係
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〔その2〕24時 間値 と72時 間値 との相 関関係

〔その3〕48時 間値 と72時 間値 との相関関係

表8〔 研究II〕にお けるPPD-s0.05γ/0.1ml

による反応の硬結の大 きさの各判定時間 ご

との度数分布 とその触知率

注:硬 結触知率は硬結の大きさ5mm以 上のものをとつた

±4.37mmで24時 間値 と48時 間値は ほぼ 同 じで,

72時 間値は両 者 よ り小 さ くなってい る。24時 間値 と48

時間値の間には有意 の差 が認め られず,24時 間値 と72

時間値,48時 間値 と72時 間値の それぞれの間には1

%の 有意水準で有意の差が 認 め られ た。 なお非特 異的

反応,特 異的反応の別 な くこの対象群全体にっいて発赤

の大 きさを 各判定時間 ごとに 比較す ると,24時 間値は

13.64±5.82mm,48時 間値 は13.51±5.98mm,72

時間値 は13.18±5.73mmで それ ぞれの 間には 有意の

差 は認 め られ なかっ た。

次 に各判定 時間にお ける発赤の大 きさの度数分布曲線

を表8よ り描 くと,7mm以 下 の 非特異 的反応 と認 め

表9〔 研究II〕にわ けるPPD-s0.05γ/0.1mlに よ るツ反応 の強 さの各判定時間 ごとの相関関係

24時 間値 と48時 間値 との相関

られ る部分では,24時 間値の方が大 き く,48,72時 間

値 は小 さ く現 われ てい る。8mm以 上の特 異的反応 と認

48時 間値 と72時 間値 との相関

め られ る部分 で もやや24時 間値の 方が,48,72時 間

値 より大 きいよ うに思 われ る。
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また発赤 の大 きさの各判定時間 ごとの相関関係を調べ

てみ ると,図3の ごと く,24時 間値 と48時 間値にっ

いてはやや48時 間値の方に 反応分布が偏 し,24時 間

値 と72時 間値で は24時 間値の方に,48時 間値 と72

時 間値で は48時 間値の方に反応分布 が偏 してい る。

次 に硬結の面か ら検討す ると,表8の ごと く,5mm

以上の硬結 を計測で きた ものの例 数は24,48,72時 閥

に それ ぞれ685,752,771名 であった。 なお か ろ うじ

て触知 し うる程度の硬結 ±の硬結 で比 較してみ ると同 じ

く硬結 触知率 は72時 間値が 最高 で,48,24時 間値 の

順に低 くなってい る。

次に反応 の強 さの各判定時 間ご との相関 関係 を調べ て

み ると,表9の ごとく,反 応分布 は,24時 間値 と48

時間値 または48時 間値 と72時 間値 と もいずれ も48

時間値 の方 に偏 してい るのが認 め られ た。

考 案

前 田 ら4)は 自然感染者のみで ある結核患者にっいて,

PPD-s0.06γ/0.1mlに よる反応 の 判 定時間を 検討

し,そ の発赤の大 きさお よび その度数分布曲線,硬 結 の

触知率お よび大 きさ,2重 発赤 の形 成率のいずれでみて

も,最 高値 を示す注射後48時 間 目が適 当であ ると報告

し,私 もまた前報5)に おいて,幼 児にっいてPPD-s

0.06γ/0.1mlに よ る反応 の 判定 時間を検討 し,非 常用

部位において,発 赤 の大 きさおよびその度数分布 曲線,

発赤の大 きさの 相 関関係,発 赤 の 大 きさの差の 度数分

布,硬 結 の触知率か らみて,注 射後24,72時 間よ り注

射 後48時 間 目に判定す るのが適 当で あると報告 した。

今回の 学童,生 徒 におけ るPPD-s0.05γ/0.1ml

によ る反応 の判定時 間を検討 してみ ると,ま ず上臆 にわ

け る成績で は,BCG、 陽性群,自 然陽性群の いずれで

も,注 射後24時 間値が発赤の大 きさお よびその度 数分

布 曲線,硬 結 の触知率,反 応の強 さの各面 よ りみて最大

で あっ た。 この 注射部位はすでに1回OTに よ るツ

反応の検査 を半年 前に試 みた ことがあ るので,こ の現象

はツ反応に よる促進現象が認 め られた もの と考 え られ よ

う。 したがってOTの あ とに,PPD-sを 注射 して

も前回に注射 したOTが 影響 を与 えてい ることを明 ら

かに認 め ることが で きる。

次に前膊下 部 におけ る成績で は,初 回部位 と考 え られ

る 場合で,発 赤 の 大 きさの 平均値で,7mm以 下の群

は,24時 間値の方が 大 きく現われ,8mm以 上の群で

は24,48時 間値に大差 な く,72時 間値は 有意の差 を

もって24,48時 間値 よ り小 さい。発赤 の大 きさの相関

関係では48時 間値に反応 分布 が偏 してお り,反 応 の強

さの相関関係で も同様 であ る。硬結 の触知率 は72時 間

値 が最高で48,24時 間値 の順 に低 くなってい るが,発

赤 の面 も同時に考慮す ると,注 射後48時 間目に判定す

るのが,妥 当であ ると思 われ る。す なわち初 回部位 にお

け るPPD-s0.05γ/0.1mlに よる反応の学童,生 徒

におけ る判定時 間は,幼 児 の場合 と 同じ く,注 射後48

時 間目が妥 当で あろ う。

結 論

私 は,学 童,生 徒 に お けるPPD-s0.057/0.1m

lに よ る反応 成績か ら,PPD-sの 判定時間を検討 し,次

の成績 を得た。

1)初 回部位にお けるPPD-sの 反応 を検討 し,発 赤

の大 きさお よびその相関関係,反 応 の強 さの相 関関係 よ

りみて,そ の 判定時間は,注 射後48時 間 目が 妥 当で あ

ると考 え る。

2)前 回にOTを 注射 した ことのある 部位 に おい て

は,発 赤 の大 きさおよびその度数分布 曲線,硬 結の触知

率,反 応 の強 さのいずれでみて も,注 射後24時 間に最

高 値を認め ることか ら,OTの 場合 と同様 にPPD-s

によ る反応 において も,促 進現象 を認 めるといって よか

ろ う。

擱筆 するにあた り,御 指導,御 校閲 を戴いた柳沢 部長

に深謝す る。 また絶 えず御鞭撻 を賜 わった東大 医学 部塚

原教授に深 謝す るとと もに御助力 を戴 いた精 ツ製 法研究

協議会の諸氏に感謝 す る。
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